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令 和 ７ 年 ３ 月 ２ ８ 日 

管内バス事業者 各位 
宮城運輸支局長 

（ 公 印 省 略 ） 
 

バスの安全運行の徹底について 
  

令和７年３月２２日（土）午後８時４０分頃、三重県南牟婁郡御浜町の国道において、乗 
客２１名、運転者１名及び交替運転者１名を乗せた高速乗合バスが、直線道路のセンターラ 
インを越え、道路外に逸脱し防風林に衝突したことにより、運転者１名が死亡、乗客１名が 
重傷、１５名が軽傷となる事故が発生しました。  

事故原因は調査中ですが、当該事故現場にはブレーキ痕がなかったことから、運転者の体 
調不良等の原因が疑われています。  
 つきましては、推定原因を防ぎ、被害を低減するための注意点を下記のとおりまとめまし 
たので、輸送の安全確保に努めて頂くようお願いします。  
 
  

記 
  
１．運行管理業務を再確認し、確実な運行管理を実施すること。特に次に掲げる事項を適切 

に実施すること。  
 

（１）運行管理者は、運転者の健康状態の確認を含め、点呼を確実に実施すること。  
（２）運転者は、運行中に体調不良等を生じた場合には、周囲の安全に配慮しつつ直ちに 

車両を安全な場所に停車し、運行管理者の指示を仰ぐこと。  
（３）運行管理者は、運転者から体調不良等の報告があった場合には、速やかに状況を把 

握し、運転者に対し適切な指示を行うとともに、交替運転者を手配する等運行管理 
を適切に行うこと。  

（４）自動車運送事業者は、運転者が自身の健康状態等について、運行中も含め気軽に相 
談・申告できる職場環境づくりに努めること。  

  
２．運行にあたっては、車両の点検整備を確実に実施すること。  
  
３．乗客にシートベルトの着用を促すとともに、着用状況を確認すること。 
 


